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印西大師 第37番 小林・馬場の堂

 
１ 名称 (No.037)〔手引鏡：馬場ノ堂〕〔資料館：馬場の堂〕〔行程表：馬場の堂〕 

２ 場所 印西市小林2405付近 馬場集会所 

小林・(仮称)彦地山大師堂から道程約380m 

GPS座標 35.829275672123764, 140.18458473984992 

３ 由緒 天台宗 向原堂 

駒形2405にあり天台宗で光明寺に所属する。

昭和55年消滅、現在集会所敷地（平成6年寺院

堂庵明細表） 

４ 御堂 大師堂の中に丸彫りの御大師様が２ 

体あり。台座正面に文政13年(1830年)の銘 

あり(印西町調査報告書) 

５ 境内 大師堂のまわりは集会所、観音堂、墓地のほか駒形グラウンド(野球場) 

６ 写真 （2019.08、2021.10撮影） 

 
大師堂 

 
御大師様（左） 

 
御大師様（右） 

 
大師堂 

 
御大師様 

 
観音堂 

７ 情報  

(1) 印西大師 第37番 馬場の堂 御詠歌（泉倉寺本による） 

   六つの塵(ちり)五つの柱現(あら)はして 深き仁井田の神の楽(たのし)み 

   四国八十八ヶ所 第37番 真言宗智山派 藤井山(ふじいざん) 五智院 岩本寺(いわもとじ) 写し 

(2) 巴塚 

 (木曽)義仲の愛妾といわれた巴御前は美女剛勇、武勇の誉れ高い女丈夫で知られていた。義仲の敗

死後、和田義盛に子供ともども生け捕りにされるが、時に巴は28歳、子供義秀は9歳であった。義盛

は巴を妻として迎え、義秀とともに庇護を受けて鎌倉の小林郷に住むことになる。 

和田義盛は源氏譜代の有力御家人の一人で、侍所別当として大きな勢力を持っていた。義秀が17

歳に成⾧のおり、義盛の肝煎りで、下総の地に城を築き城主となって、その周辺の土地を住んでい
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た鎌倉の小林郷になぞらえて「小林」と名づけたという。これが小林地名の由来といわれる。 

一方頼朝は幕府を開いて７年後（1199年）武家政治も軌道にのり始めた矢先急死し幕府は動揺し

た。２代将軍は頼家が継いだが、政治家としての器ではなく、その間にあって執権職にあった北条

氏は、頼朝の妻で尼将軍といわれた政子は、政治の実権を我が手中に納めようと術策を弄し、まず

は二代将軍を幽閉し、そして暗殺した。 

次は有力御家人の抹殺で、中でも実力者の侍所別当、和田義盛はその例に洩れず北条氏の執拗な

挑発に乗ってしまい三大将軍将軍実朝の制止を振り切って謀反を起こしてしまう。世に言う和田合

戦（1212年）で、優勢に戦いを進めていたが一族の三浦義村の裏切りにあい敗死する。67歳であっ

た。この合戦における小林城主朝比奈三郎義秀の奮戦は目ざましいものがあったといわれる。義盛

の敗北により和田一族は滅亡し、巴も鎌倉にいられず難を避けて小林にくる。義秀も北条氏の追及

を逃れるために、農民の姿に身をやつして潜伏していた。 

やがて巴と義秀は再会して8年近く生活を共にしたが、再び北条氏の追及がのびてくる気配を察し

て、義秀はいち早く身の危険を感じ母の巴をおいて第二の故郷ともいえる小林の地を後にして落ち

延びていった。66歳の巴は、二男秀景に養われて波乱に満ちた人生を閉じたが、秀景は小林の地に

土着して川村三郎太夫秀景と名乗ったといい、川村家の先祖であるといわれている。（「小林住みよ

いまちづくり会」ＨＰより） 

(3) 小林・鳥見神社（とみじんじゃ） 

小林の鳥見神社の創建は、崇神天皇の御宇5年と伝えられています。祭神は、饒速日命・宇摩志眞

知命・御炊屋姫命・火産靈命・天日鷲命を祀っています。敷地1,500坪の境内には、本殿（銅板葺流

造）、幣殿（亜鉛板葺切妻造）、拝殿（亜鉛板葺権現造）、社務所（瓦葺入母屋造）が建ち並びます。

下総台地上に点在する印西18ケ村の総社であったといわれています。永禄11年3月19日に千葉介胤冨

が本殿・拝殿を改築しました。現存の社殿は安永6年（1777年）5月の造営です。境内の末社とし

て、八坂神社・大鷲神社・東神社・道祖神社（二社）が祀られています。(千葉県公式観光物産サイ

ト) 

(4) 道作古墳（どうさくこふん） 

道作古墳群は、印旛地域を代表する龍角寺古墳群（栄町）や公津原古墳群（成田市）と並び古墳

時代の様相を解明するための重要な古墳群です。道作古墳群の構成は、前方後円墳7基、円墳14基、

方墳1基であり、そのうち、1号墳から6号墳まで市教育委員会で測量調査を実施しています。古墳の

築造時期ですが、6世紀後半頃と推定されています。 

 1号墳は全⾧46mの前方後円墳で、本古墳群の中で最も大きい古墳であり、隣接する4号墳は円墳

で全⾧11m、5号墳は前方後円墳で全⾧15mであることが確認されています。最大の前方後円墳であ

る道作1号墳は、印旛沼西岸域で最大の規模を有し、当時の印旛地域の首⾧層の存在を示す重要な古

墳と考えられています。(千葉県公式観光物産サイト) 

  


